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情報社会学会 SNS について 

http://www.infosocio.org/sns/ 
 
 
１．SNS とは 

SNS（Social Networking Service）とは、インターネット上で社会的ネットワークを構

築し、ユーザー間のコミュニケーションや共働を支援する、コミュニティ型の会員制サー

ビスです。国内では会員数 1000 万人を超えた mixi、海外では会員数 1 億人以上といわれ

る MySpace などがあります。また専門分野に特化した SNS や社内 SNS、地域 SNS など

さまざまな分野での応用が試みられています。 
 
 
２．情報社会学会 SNS の目的と用途 
情報社会学会の目的は、情報社会学を研究する人々が知識や経験、問題意識を持ち寄っ

て交流するための情報交換の場となることにあります。また相互に連携して学際的でグロ

ーバルな調査・研究を行い、成果を学術論文や政策提言として広く公表することも目的と

しています。 
これらの目的を達成するために、これまでは総会や部会ごとの研究会活動、情報社会学

会誌の編纂などを行ってまいりましたが、オンラインでの日常的な情報交換や共働研究の

場は設けられておりませんでした。 
そこでこのたび、情報交換や共働研究の場を SNS として設置し、情報社会学会員の皆様

のお役立ていただくこととしました。ぜひこの SNS をご活用いただき、情報社会学の発展

を加速していければと考えています。 
 
 
３．学会 SNS の方向性 
学会活動向けの機能として、通常の SNS が設けている友人･知人間のリンク機能、コミ

ュニティ機能等のほかに、文書ファイルの保存や共有、Wiki 的な機能による共働作業支援

などの機能を設けています。 
会員の皆様からのご提案などもいただきながら、情報社会学会の活動にふさわしい SNS

へと発展させていきたいと考えております。 


